
AXIES-2022

研究データマネジメント部会
企画セッション

第２セッション 10:45-12:15 @ E会場





AXIES2022 RDM企画セッション２

⼤学における研究データの利活⽤を⽀える
最先端

ストレージソリューション

渥美 紀寿（AXIES RDM部会副査 / 京都⼤学）
脇 昌弘（AXIES RDM部会副査 / ネットアップ合同会社）



企画セッション２の内容
司会/趣旨説明︓脇 昌弘（ネットアップ合同会社）
「⼤学における研究データの利活⽤を⽀える最先端ストレージソリューション」

１．渥美紀寿（京都⼤学）
「京都⼤学におけるRDM基盤の構築・運⽤に関する課題

２．櫻⽥武嗣（アマゾンウェブサービスジャパン合同会社）
「研究データの活⽤・共有・公開・⻑期保存に向けたAWSの活⽤」

３．神原豊彦（ネットアップ合同会社）
「研究データの”受益者負担”を実現するマルチテナントストレージ技術」

４．前川和也、⽮萩陽⼀（エクイニクス・ジャパン株式会社）
「データ利活⽤時代におけるハイブリッドクラウド最適解」

※クロージング
• 全公演が終わった後、質疑応答の時間を設けます。



「⼤学における研究データの利活⽤を⽀える
最先端ストレージソリューション」

。

⼤学における
研究データガバナンス

を考える
企画セッション１

⼤学における研究データの
利活⽤を⽀える最先端

ストレージソリューション
企画セッション２

ポリシー・提⾔・ガイドライン発信 実⾏フェーズを⽀える技術・ソリューション

趣旨説明︓脇 昌弘（ネットアップ合同会社）



研究活動における研究データの役割が増すに
つれ、信頼性のある研究データの適切な管
理・利活⽤促進のため、研究データの管理・
利活⽤を⽀える環境整備が喫緊の課題となっ
ている。そのベースとなる共有ストレージに
ついては、最新の情報をアップデートする必

要がある

IT部⾨の運⽤・管理負担の軽減を視野に⼊れ
たマネージドサービスとしての従量課⾦型
のストレージやパブリッククラウドで提供
される先進的な技術機能をこれまで以上に
迅速かつ有効に利⽤できるようハイブリッ
ドクラウドやマルチクラウドアーキテク
チャを視野に⼊れたストレージについて最

新アップデートの機会を設ける

背景 今回の企画趣旨

「⼤学における研究データの利活⽤を⽀える
最先端ストレージソリューション」



先進各国の技術・事例に学びながら、いいとこ取りをした研究データ利活⽤基盤構築ができる絶好の機会︕


